
科目名 履修学年 ３年 組

学
期

月
時
間
数

評
価
区
分
1

評
価
区
分
2

・テニス
　①ボールコントロール・ラケット操作
　②サーブ
　③実技テスト
　④グラウンドストローク（バック・フォア）
　⑤簡易ゲーム
　⑥ボレー
　⑦ダブルスのポジションと役割
　⑧ダブルスゲーム 10

（雨天時　卓球）

・卓球
　①ボールコントロール・ラケット操作
　②ストローク（バック・フォア）
　③サーブ
　④シングルスゲーム（リーグ戦）
　⑤ダブルスゲーム

11

・ニュースポーツ

3

中学・高校 全

　 体育や保健の見方・ 考え方を働かせ， 課題を発見し ， 合理的， 計画的な解決に向けた学習過程を通し て， 心と 体を一体と し て捉え， 生涯にわたっ て心身の健康を保持
増進し 豊かなスポーツラ イ フ を継続するための資質・ 能力を次のと おり 育成するこ と を目指す。
（ 1）  各種の運動の特性に応じ た技能等及び社会生活における健康・ 安全について理解すると と も に， 技能を身に付けるよう にする。
（ 2）  運動や健康についての自他や社会の課題を発見し ， 合理的， 計画的な解決に向けて思考し 判断すると と も に， 他者に伝える力を養う 。
（ 3）  生涯にわたっ て継続し て運動に親し むと と も に健康の保持増進と 体力の向上を目指し ， 明るく 豊かで活力ある生活を営む態度を養う 。

評価方法

各観点の授業内
評価方法等

教科名 

運動の合理的， 計画的な実践を通し て， 運動の楽し
さ や喜びを深く 味わい， 生涯にわたっ て運動を豊か
に継続するこ と ができ るよう にするため， 運動の多
様性や体力の必要性について理解し ていると と も
に， それら の技能を身に付けている。

生涯にわたっ て運動を豊かに継続するための課題を発
見し ， 合理的， 計画的な解決に向けて思考し 判断する
と と も に， 自己や仲間の考えたこ と を他者に伝えてい
る。

生涯にわたっ て継続し て運動に親し むために， 運動におけ
る競争や協働の経験を通し て， 公正に取り 組む， 互いに協
力する， 自己の責任を果たす， 参画する， 一人一人の違い
を大切にし よう と すると と も に， 健康・ 安全を確保し てい
る。

主体的に学習に取り組む姿勢

保健体育 体育

知識・技能

3

担当者

11

12

1

2

3

5

6

7

8

9

10

学習目標

評価観点

評価規準

思考・判断・表現

学習内容・学習単元・学習到達目標等

50% 30% 20%

授業計画

実技テスト ・ 試合の実践・ 審判などの試合運営
レポート

練習中のサポート ・ 試合でのペアへの配慮
授業態度・ レポート

ステッ プアッ プ高校体育　 2022　 （ 大修館）
使用教科書
補助教材等

単位数 １ 単位

余語哲匡 月見淳美
松本萌

実
技
テ
ス
ト

試
合
の
実
施
結
果
等

学期末の
各観点比率(%)

4

1

2
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価
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分
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評
価
区
分
2

体力テスト

　 握力、 上体起こ し 、 長座体前屈、 反復横跳び、

　 20mシャ ト ルラ ン 、 50m走、 立ち 幅跳び、 ハン ド ボール投げ

体育祭練習

　 リ レ ー、 学年種目等

ダン ス バド ミ ン ト ン

　 ・ 学年全体ダン ス作成 　 ・ 各技の復習

　 ・ 創作部分の練習 　 　 （ サーブ、 ク リ ア、 ド ラ イ ブ、 ド ロ ッ プ、 ヘアピ ン ）

　 ・ 波の部分の練習 　 ・ 個人戦（ ハーフ コ ート 、 総当たり ）

　 ・ 体育祭 発表 　 ・ 団体戦（ シン グル・ ダブルス）

　 ・ 実技テスト 　 ・ 実技テスト

ソ フ ト ボール

　 ・ ルール説明

　 ・ 基本練習

　 　 　 スロ ーイ ン グ（ オーバースロ ー、 サイ ド スロ ー）

　 　 　 キャ ッ チン グ（ ゴロ 、 フ ラ イ ）

　 　 　 バッ ティ ン グ（ グリ ッ プの持ち 方、 打席の立ち 方、 打ち 方）

　 　 　 ピ ッ チン グ（ スリ ン グ、 ウィ ン ド ミ ル）

　 ・ ゲーム

　 ・ 実技テスト

球技選択

　 　 球技の中から 選択し 、 ゲームを 中心に実施する 。

各観点の授業内
評価方法等

教科名 

運動の合理的， 計画的な実践を通し て， 運動の楽し
さ や喜びを深く 味わい， 生涯にわたっ て運動を豊か
に継続するこ と ができ るよう にするため， 運動の多
様性や体力の必要性について理解し ていると と も
に， それら の技能を身に付けている。

生涯にわたっ て運動を豊かに継続するための課題を発
見し ， 合理的， 計画的な解決に向けて思考し 判断する
と と も に， 自己や仲間の考えたこ と を他者に伝えてい
る。

生涯にわたっ て継続し て運動に親し むために， 運動におけ
る競争や協働の経験を通し て， 公正に取り 組む， 互いに協
力する， 自己の責任を果たす， 参画する， 一人一人の違い
を大切にし よう と すると と も に， 健康・ 安全を確保し てい
る。

主体的に学習に取り組む姿勢

評価規準

月見淳美

深見雅子

中学・高校 全

　 体育や保健の見方・ 考え方を働かせ， 課題を発見し ， 合理的， 計画的な解決に向けた学習過程を通し て， 心と 体を一体と し て捉え， 生涯にわたっ て心身の健康を保持
増進し 豊かなスポーツラ イ フ を継続するための資質・ 能力を次のと おり 育成するこ と を目指す。
（ 1）  各種の運動の特性に応じ た技能等及び社会生活における健康・ 安全について理解すると と も に， 技能を身に付けるよう にする。
（ 2）  運動や健康についての自他や社会の課題を発見し ， 合理的， 計画的な解決に向けて思考し 判断すると と も に， 他者に伝える力を養う 。
（ 3）  生涯にわたっ て継続し て運動に親し むと と も に健康の保持増進と 体力の向上を目指し ， 明るく 豊かで活力ある生活を営む態度を養う 。

評価方法
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担当者
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10

学習目標

評価観点

学期末の
各観点比率(%)

4

保健体育 体育

知識・技能 思考・判断・表現

学習内容・学習単元・学習到達目標等

授業計画

1

ステッ プアッ プ高校体育　 2022　 （ 大修館）
使用教科書
補助教材等

単位数 2単位

60% 20% 20%

実技テスト 、 レポート 、 振り 返り シート実技テスト 振り 返り シート 、 授業態度

10

実
技
テ
ス
ト
な
ど

実
技
テ
ス
ト
な
ど

20

22

実
技
テ
ス
ト
な
ど



科目名 履修学年 ３年 組
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期

月
時
間
数

評
価
区
分
1

評
価
区
分
2

体力テスト

　 握力、 上体起こ し 、 長座体前屈、 反復横跳び、

　 20mシャ ト ルラ ン 、 50m走、 立ち 幅跳び、 ハン ド ボール投げ

体育祭練習

　 リ レ ー、 学年種目等

ソ フ ト ボール

　 技術練習

　 ・ スロ ーイ ン グ（ オーバー・ サイ ド ・ アン ダー）

　 ・ バッ ティ ン グ（ フ ォ ーム・ スイ ン グ）

　 ・ ピ ッ チン グ

　 ・ 捕球と 送球（ 内野ゴロ ・ 外野フ ラ イ ）

　 ゲーム

　 実技試験

バド ミ ン ト ン

　 ・ スト ロ ーク の技術練習

　 　 １ . オーバーヘッ ド スト ロ ーク 　 ２ . サイ ド アームスト ロ ーク 　 ３ . アン ダーハン ド スト ロ ーク

　 　 ４ . ク リ アー　 ５ . ド ロ ッ プ　 ６ . スマッ シュ 　 ７ . ド ラ イ ブ　 ８ . プッ シュ 　 ９ . ヘアピ ン

　 ・ サービ スの技術練習

　 ・ ルール説明（ シン グルス・ ダブルス）

　 ・ ゲーム

　 ・ 実技試験

球技選択

　 　 球技の中から 選択し 、 ゲームを 中心に実施する 。

10

実
技
テ
ス
ト
な
ど

実
技
テ
ス
ト
な
ど

20

22

実
技
テ
ス
ト
な
ど

60% 20% 20%

実技テスト 、 レポート 、 振り 返り シート実技テスト 振り 返り シート 、 授業態度

学期末の
各観点比率(%)

4

保健体育 体育

知識・技能 思考・判断・表現

学習内容・学習単元・学習到達目標等

授業計画

1

ステッ プアッ プ高校体育　 2022　 （ 大修館）
使用教科書
補助教材等

単位数 2単位

2

3

担当者

11

12

1

2

3

5

6

7

8

9

10

学習目標

評価観点

各観点の授業内
評価方法等

教科名 

運動の合理的， 計画的な実践を通し て， 運動の楽し
さ や喜びを深く 味わい， 生涯にわたっ て運動を豊か
に継続するこ と ができ るよう にするため， 運動の多
様性や体力の必要性について理解し ていると と も
に， それら の技能を身に付けている。

生涯にわたっ て運動を豊かに継続するための課題を発
見し ， 合理的， 計画的な解決に向けて思考し 判断する
と と も に， 自己や仲間の考えたこ と を他者に伝えてい
る。

生涯にわたっ て継続し て運動に親し むために， 運動におけ
る競争や協働の経験を通し て， 公正に取り 組む， 互いに協
力する， 自己の責任を果たす， 参画する， 一人一人の違い
を大切にし よう と すると と も に， 健康・ 安全を確保し てい
る。

主体的に学習に取り組む姿勢

評価規準

齊藤　 周　 福嶋　 葉子　

髙木　 純　 松本　 萌　

中学・高校 全

　 体育や保健の見方・ 考え方を働かせ， 課題を発見し ， 合理的， 計画的な解決に向けた学習過程を通し て， 心と 体を一体と し て捉え， 生涯にわたっ て心身の健康を保持
増進し 豊かなスポーツラ イ フ を継続するための資質・ 能力を次のと おり 育成するこ と を目指す。
（ 1）  各種の運動の特性に応じ た技能等及び社会生活における健康・ 安全について理解すると と も に， 技能を身に付けるよう にする。
（ 2）  運動や健康についての自他や社会の課題を発見し ， 合理的， 計画的な解決に向けて思考し 判断すると と も に， 他者に伝える力を養う 。
（ 3）  生涯にわたっ て継続し て運動に親し むと と も に健康の保持増進と 体力の向上を目指し ， 明るく 豊かで活力ある生活を営む態度を養う 。

評価方法


	2024高3　1時間体育
	フォーム
	記載例(歴史総合)

	2024高3女子体育
	フォーム
	記載例(歴史総合)

	2024高3男子体育
	フォーム
	記載例(歴史総合)




